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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

ha
多面的機能支払事業による活動

面積（認定農用地面積）
43,07143,612 43,585↘

令和７年度活動組織が事業計画に位置付けて活動を行う認定

農用地面積 44,715haを目標とする。
① 未達成44,715↗

単位

団体 265

年／

年度
数値

達成

状況
目標値設定理由

達成目標

（☆印が付いているものは主要目標）

地域運営組織数

実績 実績 推移

No. 施策分野（施策の総合的展開名）
目標

年／

年度
数値

2027

(R9)
289

年／

年度
数値

2025

(R7)
278

直近３か年の状況
年／

年度
数値

2024

(R6)

2023

(R5)
255

課・室 農地整備課

実施期間 H19 ～

R7年度

実績 推移
単位

R5年度 R6年度
No. 指標名

R7年度

目標値

地域活力の維持・発展3-1③

事業番号 09 05 02 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

農村地域における過疎化・高齢化、担い手の減少が進行し、地域で行われてきた水路、農道など地域資源の保全管理に支障が生じて

いる。

農業者や地域住民が取り組む水路の泥上げ、農道の路面維持、植栽による景観形成など、農地及び農業用施設の適切な保全管理

を支援することにより、農業・農村が持つ多面的機能を次代に引き継ぐ。

①地域ぐるみで取り組む保全活動への支援

農業者と地域住民が協働で取り組む農地及び農業用施設の保全活動や地域資源の補修・長寿命化を支援

E-mail nochi pref.nagano.lg.jp
事　業　名 地域ぐるみで行う農地の保全活動を支援する事業

部局 農政部

0 2,010,500 △ 83,689 1,926,811 629,495 1,926,154 8.0

8.3

R6年度 0 1,966,000 △ 173,473 1,792,527 582,745 1,792,525 8.1

R5年度 0 1,977,700 △ 190,097 1,787,603 582,956 1,786,354

R7年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

水路の更新水路の目地補修

（１） 共同活動

水路、農道など地域資源の軽

微な補修や農村環境保全活動を

支援

（２） 長寿命化

老朽化した農業用施設の長寿

命化を支援（施設の補修・更新）

資源向上支払交付金農地維持支払交付金

地域の協働による農用地、水路、

農道などの地域資源の基礎的な保

全活動を支援

水路の泥上げ



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 地域ぐるみで行う農地の保全活動を支援する事業 部局 農政部 課・室 農地整備課

事業番号 09 05 02

R7年度推移 ↗ 達成状況 未達成

①地域ぐるみで取り組む保全活動への支援

農地等の保全活動、地域資源（農地・水路・農道・ため池等）の質的向上を図る共同活動、施設の長寿命化のための活動を支援

多面的機能支払事業による活動面積（認定農用地面積） R6年度推移 ↘

(1) 上記７、８及び県民の意見等を踏まえた課題

・活動の取組・継続に当たって、「構成員の高齢化により人材確保が困難」、「役員のなり手がいない」等の意見が多く、活動を担う多様

な人材の確保・育成が必要である。

・活動組織や市町村が行う書類作成等の事務について、書類の簡素化、負担軽減の要望が継続的に寄せられている。

(2) 事業改善の方策

 ・組織の広域化を推進し、活動に対する人材の確保、事務の集約化を図る。

 ・組織に対する個別相談等の支援を強化するとともに、国が行う研修会への参加を促し、優良事例等を知ることにより、機運の醸成を図

る。

 ・地域外や都市部から人材を呼び込み、組織の存続を図る。また、活動組織の体制強化に向け、活動組織と外部団体等とのマッチング

の仕組みの構築に取り組む。

 ・体制強化のため、活動組織の広域化と活動組織内の集落をまたいで共同活動を支援する「活動支援班」の設立を進める。

・今後は、若年層や多様な主体の参画促進、活動の省力化・効率化の支援、地域外人材の活用等を進めることで、持続的な活動体

制を確保し、保全面積の拡大を図る。

指標 ①

　農業・農村が有する多面的機能の保全に関する研修会を各市町村に赴いて（65回）開催し、事業制度の周知や機運の醸成を図っ

た結果、43,585haにおいて保全活動が行われた一方、地域の高齢化や人材不足により活動が縮小し目標を下回った。

【地域資源の基礎的な保全活動】
【地域資源の質的向上を図る共同活動】



実施方法

補助金

多面的機能支払事業

No.

1

部局 農政部 課・室 農地整備課

令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

・農地等の保全活動への支援

・地域資源（農地・水路・農道等）の保全のための共同活動及び施設の長寿命化

のための活動への支援

活動面積:43,585ha　活動組織数:675組織

事　業　名 地域ぐるみで行う農地の保全活動を支援する事業

事業番号 09 05 02 細事業一覧（令和７年度実施事業分）

R5年度

決算額

1,926,1541,792,5251,786,354

千円千円千円

細事業を構成する主な取組

多面的機能支払事業

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

1

細事業

No.

R7年度

決算額

R6年度

決算額
細事業名


